
みなとが変わると日本が変わる～２１世紀の活力はみなとから～ 

－高松港湾・空港整備事務所だより－ 

      

    

    

                    

   

        

                                        

 

 
 

  

            

                           

    
 

年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

 

が
高
松
に
赴
任
し
て
、
ち
ょ

う
ど
半
年
が
過
ぎ
た
と
こ
ろ 

で
す
。
昨
年
の
夏
が
酷
く
暑
か
っ

た
の
は
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
が
原
因

と
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

そ
の
理
屈
だ
と
こ
の
冬
の
寒
さ
は

非
常
に
厳
し
い
も
の
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
…
と
は
言
っ

て
も
、
私
が
以
前
勤
務
し
て
い
た

東
北
の
某
事
務
所
の
頃
に
比
べ
れ

ば
、
道
が
圧
雪
路
に
な
る
と
い
う

こ
と
も
、
地
吹
雪
で
前
が
見
え
な

く
な
る
と
い
う
こ
と
も
無
さ
そ
う

な
の
で
、
少
し
安
心
し
て
お
り
ま

す
。 

 

て
今
年
は
、
高
松
港
朝
日
地

区
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整 

備
事
業
に
お
い
て
、
岸
壁
供
用
に

向
け
た
整
備
が
始
ま
り
ま
す
。
満

潮
時
に
は
水
面
下
に
隠
れ
て
い
た

本
体
工
の
ケ
ー
ソ
ン
で
す
が
、
そ

の
上
に
上
部
工
が
施
工
さ
れ
、
背

後
の
埋
立
も
本
格
化
し
ま
す
。
港

湾
管
理
者
で
あ
る
香
川
県
は
マ
イ

ナ
ス
一
二
メ
ー
ト
ル
岸
壁
に
つ
い 

   

て
平
成
二
三
年
度
中
の
供
用
開
始

を
目
標
と
し
て
お
り
、
我
々
も
そ

れ
に
合
わ
せ
て
鋭
意
整
備
を
進
め

て
い
く
所
存
で
す
。 

 

だ
、
こ
れ
ら
整
備
に
伴
う
平

成
二
三
年
度
予
算
は
、
こ
れ 

か
ら
国
会
審
議
に
か
け
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
公
共
事
業
の
予

算
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域

経
済
の
活
性
化
の
た
め
に
も
、
予

算
が
つ
く
よ
う
切
に
願
っ
て
お
り

ま
す
。 

 

た
な
年
を
迎
え
、
職
員
一
同
、

今
ま
で
以
上
に
地
域
の
発
展 

に
尽
力
す
る
所
存
で
す
の
で
、
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ご
支

援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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月号 
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新 

高
松
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

瀬
賀 

康
浩 

私 さ 

た 新 



              

当
社
は
一
九
五
五
年
日
本
初
の

油
圧
式
ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン
を
開

発
し
て
以
来
、
高
松
か
ら
全
国
へ
、

そ
し
て
世
界
各
国
へ
ク
レ
ー
ン
を 

輸
出
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
で 

             

は
世
界
一
二
〇
ヶ
国
以
上
に
輸
出

し
て
お
り
ま
す
。 

 

ク
レ
ー
ン
は
公
道
を
走
行
し
ま

す
の
で
国
内
の
法
律
を
遵
守
し
た

上
で
走
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

特
に
「
道
路
法
」
と
「
車
両
制
限

令
」
に
よ
り
ク
レ
ー
ン
等
の
大
型

車
両
は
走
行
の
制
限
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
特
に
近
年
、
工
事
の 

大
型
化
、
工
期
の
短
縮
に
よ
り
ク 

          

         

レ
ー
ン
も
大
型
化
が
望
ま
れ
て
お

り
、
今
で
は
国
内
最
大
の
ク
レ
ー

ン
は
吊
り
上
げ
能
力
五
五
〇
ト
ン

で
、
こ
の
タ
イ
プ
で
す
と
上
下
分

割
し
た
上
で
更
に
三
〇
台
も
の
ト

レ
ー
ラ
ー
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
大
型
ク
レ
ー
ン
が
道
路

を
通
行
す
る
場
合
、
「
通
行
条
件

付
」
で
認
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
こ
れ
は
、
走
行
は

夜
間
に
限
定
す
る
・
誘
導
車
を
つ

け
る
・
徐
行
す
る
等
の
条
件
付
で

走
行
を
認
め
る
、
と
言
う
も
の
で

す
。 工

場
は
県
内
に
あ
り
ま
す
の
で
、

ど
う
し
て
も
高
松
港
を
使
用
す
る

頻
度
が
高
く
な
り
ま
す
。
輸
出
は

当
然
の
事
な
が
ら
、
国
内
各
地
へ

の
輸
送
に
関
し
て
も
高
松
港
・
徳

島
港
・
松
山
港
・
八
幡
浜
港
を
利

用
し
て
全
国
各
地
の
お
客
様
に
届

け
て
お
り
ま
す
。 

                          

輸
出
に
関
し
て
は
、
高
松
港
か

ら
神
戸
港
ま
で
フ
ェ
リ
ー
に
乗
せ
、

神
戸
港
・
大
阪
港
で
船
積
み
し
て

お
り
ま
す
。
輸
出
の
場
合
Ｒ
Ｏ
Ｒ

Ｏ
船
と
呼
ば
れ
る
自
走
可
能
な
大 

                        型
船
に
船
積
み
す
る
事
が
大
半
で

す
。
大
型
商
談
の
場
合
、
一
回
で

の
船
積
み
が
数
十
台
に
上
る
た
め
、

高
松
港
で
船
積
み
を
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
一
〇
年

一
月
に
カ
ナ
ダ
向
け
二
〇
台
を
高

松
港
で
船
積
み
し
て
お
り
ま
す
。 

昭和５７年４月 株式会社多田野鉄工所 

（現 株式会社タダノ）入社

平成１９年４月 企画管理部長 

平成２２年４月 現職 

株式会社タダノ 

生産企画部長 

高木 啓行 氏

「道路法」と「車両制限令」に

よる車両への制限について 

 
道路の保全等を目的に「定め

た幅・高さ・長さ、重量及び最

小回転半径の最高限度（一般的

制限値）を超える場合は、道路

を通行させてはならない」と制

限が設けられています。 

▲吊り上げ荷重１００トン以上の超大型車

たかぎ  ひろゆき 

▲よく目にする「制限」 

基本的な製品物流ルート

＜輸出＞ 

志度工場 

＜国内販売＞ 

高松港 神戸港 
バージ船

フェリー

神戸港

高松港 

徳島港 
国内各港 

陸送

フェリー

 

 

お
客
様 高松工場

バージ船 

（無人）

（※遠距離航路は無人） 
松山港 

八幡浜港 

志度工場



  

〇
七
年
志
度
工
場
に
隣
接
す
る

港
に
港
湾
設
備
を
整
備
し
、
〇
八

年
四
月
に
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
「
分
解
搬
送
」
し
て
い

た
作
業
が
な
く
な
り
、
品
質
面
の

向
上
、
物
流
コ
ス
ト
の
削
減
、
Ｃ

Ｏ
２
排
出
削
減
等
の
効
果
が
出
て

お
り
ま
す
。
現
在
で
は
志
度
工
場

か
ら
高
松
港
・
三
本
松
港
間
の
製

品
輸
送
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

                   

（
港
湾
設
備
は
同
年
さ
ぬ
き
市
に

寄
贈
し
ま
し
た
） 

   

当
社
は
香
川
県
内
に
工
場
が
立 

地
し
て
い
る
関
係
上
、
ど
う
し
て

も
港
を
利
用
し
た
輸
送
を
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
フ
ェ
リ
ー
利
用
の

メ
リ
ッ
ト
は
輸
送
時
の
交
通
事
故

リ
ス
ク
の
防
止
、
輸
送
コ
ス
ト
の

低
減
、
通
行
許
可
が
不
要
と
い
っ

た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
今
後 

                   

             

は
志
度
工
場
に
隣
接
す
る
バ
ー
ジ

船
と
フ
ェ
リ
ー
輸
送
を
組
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
道
走
行
で

き
な
い
海
外
向
け
製
品
の
輸
送
が 

容
易
に
な
る
、
分
解
・
搬
送
す
る

必
要
が
な
い
の
で
再
組
立
に
よ
る

品
質
低
下
の
懸
念
が
な
く
な
る
、

Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
削
減
で
環
境
に
や

さ
し
い
、
と
い
う
利
点
を
活
か
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
当
社

に
と
っ
て
、
港
湾
活
用
に
よ
る
製

品
輸
送
は
事
業
の
生
命
線
と
も
呼

べ
る
も
の
で
す
。
高
松
港
を
中
心

と
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
よ
り

利
便
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
る
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

  

                    

            

こ
う
し
た
中
、
港
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
十
一
月
一

三
日
、
第
六
回
目
と
な
る
「
み
な
と
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
」
が
愛
媛
県
八

幡
浜
市
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
全
国
五
三
箇
所
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
・
行
政
職
員
な
ど
一
〇
〇
人
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

研
究
会
は
二
部
構
成
で
、
ま
ず
第
二
回
目
と
な
る
「
み
な
と
オ
ア
シ
ス

全
国
協
議
会
」
総
会
を
開
催
。
み
な
と
オ
ア
シ
ス
に
つ
い
て
、
メ
ル
マ
ガ

の
定
期
発
行
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
で
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
や
、
会

員
間
の
情
報
交
換
に
よ
り
充
実
化
を
図
る
事
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
次
期
総
会
は
二
〇
一
二
年
十
一
月
十
一
日
に
神
戸
市
に
て
開
催
す
る

事
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
二
部
で
は
中
国
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
莫 

邦
富
（
モ
ウ
バ
ン
フ
）

さ
ん
か
ら
「
中
国
と
日
本
は
経
済
に
置
い
て
強
く
結
ば
れ
て
い
る
。
日
本

に
対
す
る
貿
易
比
重
が
右
肩
上
が
り
で
、
観
光
業
は
中
国
人
の
心
を
掴
め

る
。
」
と
講
演
を
頂
き
、
座
談
会
へ
。
「
み
な
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
「
ス
ポ
ッ
ト
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
の
集
客
は
パ
ワ
ー
が
い
る
に 

も
か
か
わ
ら
ず
、
長
続
き
し
な

い
。
観
光
資
源
を
活
か
し
て
市

民
合
意
の
下
、
長
続
き
す
る
み

な
と
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
」
と
意
見
交
換
さ

れ
ま
し
た
。 

 

▲07年に整備された志度港 

▲ 座談会に参加したまちづ

くりアクションプラン協

議会萩原会長（みなとオア

シスうたづウミホタル） 

フェリー利用状況 

◆全国２０ルート 
◆年間約５０００台の 
  製品をフェリー輸送 

 

国
土
交
通
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
交
通
政
策
審
議
会
は
「
み
な

と
」
の
資
産
を
住
民
・
市
民
の
視
点
か
ら
再
評
価
す
る
と
と
も
に
、

地
域
産
業
、
海
に
開
か
れ
た
特
性
な
ど
「
み
な
と
」
の
資
産
を
最
大

限
活
用
し
て
、
市
民
合
意
の
下
で
美
し
く
活
力
あ
る
「
み
な
と
」
空

間
を
形
成
し
、
「
み
な
と
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
事
を
提
案
し

て
い
ま
す
。 
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全
国
の
鉄
人
達
二
四
四
名
が
サ
ン
ポ
ー

ト
高
松
に
集
ま
り
十
一
月
三
日
、
平
成
一

三
年
五
月
一
三
日
に
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
が

オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
初
め
て
と
な
る
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
ス
イ
ム
〇
・
七
五
㌔
・
バ
イ
ク

二
〇
㌔
・
ラ
ン
五
㌔
で
、
選
手
達
は
秋
晴

れ
の
中
「
せ
と
シ
ー
パ
レ
ッ
ト
」
か
ら
ス

イ
ム
を
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
公
道
を
バ
イ

ク
で
疾
走
し
、
ラ
ン
で
は
高
松
港
玉
藻
防

波
堤
灯
台
「
せ
と
し
る
べ
」
を
折
り
返
し

地
点
に
力
走
し
ま
し
た
。 

 

当
所
か
ら
も
女
性
係
長
が
参
加
。
「
完

走
出
来
て
嬉
し
い
し
、
何
よ
り
も
『
市
民

に
親
し
ま
れ
る
み
な
と
』
を
目
標
に
整
備

し
て
き
た
サ
ン
ポ
ー
ト
が
こ
の
よ
う
な
形

で
利
用
さ
れ
て
感
無
量
。
次
回
開
催
が
楽

し
み
。
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。 

              

                                       

                    
 

                   

  

 

 

平成１６年の台風１６号による高潮では香川県沿岸域で甚大な被

害が発生しました。また、今後３０年以内に約６０～７０％の高い

確率で発生すると言われている東南海・南海地震では、甚大な被害

が四国地域全体に及ぶと想定されています。 

そこで、過去の大災害を経験された方々の講演を通して、港湾に

おける防災と危機管理のあり方やその役割について考えるセミナー

を次のとおり開催します。 

 
日時：平成23年２月12日（土） 

時間：14:00～16:00（受付は13:30～） 

会場：高松サンポート合同庁舎 

   アイホール（低層棟２階） 

定員：150名（どなたでもご参加頂けます。） 

 
 
 ＦＡＸ：087-826-1210 

 ハガキ：〒760-0011 

     香川県高松市浜ノ町７２－９ 

     高松港湾・空港整備事務所 

     企画調整課 

 E-mail：tkkc-i88s3@pa.skr.mlit.go.jp 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

台風による浸水被害（高松港）

講演①

講演②

報 告

阪神・淡路大震災（神戸港）


